
　

今
冬
の
青
森
市
の

積
雪
は
平
年
並
み
と

な
っ
た
が
、
こ
こ
数

年
豪
雪
が
続
い
た
せ

い
か
と
て
も
楽
を
し

た
気
分
で
体
も
悲
鳴

を
上
げ
て
は
い
な
い
。

雪
国
で
は
、
雪
の
せ

い
で
隣
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え

る
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
、
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
自
分
の
家

の
雪
か
き
に
一
生
懸
命
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
長
年
の

生
活
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
社
会

で
生
き
る
た
め
の
一
定
の
ル
ー
ル

で
あ
る
。
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や

庭
の
雪
、
そ
し
て
玄
関
先
の
雪
を

捨
て
る
場
所
の
配
慮
も
必
要
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地

域
社
会
に
お
い
て
の
秩
序
は
保
た

れ
て
い
る
▼
と
こ
ろ
が
、
こ
の
国

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
国
の
ト
ッ

プ
自
ら
隣
国
の
忌
み
嫌
う
行
為
や

発
言
を
繰
り
返
し
、
周
辺
と
の
緊

張
関
係
を
作
り
だ
し
て
、
そ
れ
を

も
っ
て
自
国
の
防
衛
の
た
め
に
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
が
必
要
で
あ

る
と
い
っ
た
論
法
で
あ
る
。「
最

高
の
責
任
者
は
私
だ
」
と
い
っ
た

発
言
に
も
お
ご
り
の
影
が
見
え
隠

れ
す
る
。
選
挙
に
勝
て
ば
何
を
や
っ

て
も
い
い
と
い
う
教
え
を
ど
こ
で

学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
？
▼
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
国
が
抱
え
る
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。
小
生
の
よ
う
な

思
考
は
国
益
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の

と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
の
が
オ
チ

で
あ
ろ
う
▼
こ
の
情
報
が
届
く
こ

ろ
に
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３

年
を
迎
え
る
。
あ
ら
た
め
て
、
犠

牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
今
ま
だ
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
た

く
さ
ん
の
方
々
の
ご
心
情
を
お
察

し
申
し
上
げ
る
▼
為
政
者
と
し
て

何
を
な
す
べ
き
か
？
多
種
多
様
な

価
値
観
が
存
在
し
て
い
る
現
在
、

難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
少
な

く
と
も
困
っ
て
い
る
自
国
の
国
民

を
救
う
こ
と
が
優
先
順
位
一
位
で

は
な
か
ろ
う
か
？
「
ぜ
ん
ぶ
〇
〇

の
せ
い
だ
」
と
途
中
棄
権
し
な
い

こ
と
を
心
よ
り
願
う
（
政
）

　

意思統一を図った拡大地方委員会・リリオ会議室

▽
３
月
15
日
（
盛
岡
）

　

地
方
運
転
協
議
会
職
場
実
態
交

　

流
会

▽
３
月
15
日
（
東
京
）

　

全
国
ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会

▽
３
月
23
日
（
青
森
）

　

青
森
支
部
組
織
対
策
会
議

▽
４
月
５
日
（
盛
岡
）

　

第
14
回
地
方
電
気
協
議
会
定
期

　

委
員
会

▽
４
月
５
日
（
青
森
）

　
「
反
核
燃
の
日
」
青
森
県
集
会

▽
４
月
14
日
（
盛
岡
）

　

第
７
回
地
方
本
部
執
行
委
員
会

選
挙
へ
の
協
力
要
請
と
決
意

阿
部
一
男
、
斎
藤
憲
雄
市
議
会
議
員

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」







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地
方
本
部
は
、
第
１
２
４
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
２
月
23
日
に
盛
岡
市
の
リ
リ
オ
で
委
員
・
特
別
委

員
・
分
会
代
表
・
地
方
本
部
役
員
ら
約
60
人
が
参
加
す
る
中
で
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
職
場
実
態
、
２
０
１
４
春
闘
、
被
災
線
区
復
旧
、
組
織
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
討
論
。
①

職
場
実
態
.
労
働
条
件
の
改
善
は
、
安
全
安
定
輸
送
の
確
立
と
技
術
継
承
を
含
め
進
め
る
②
春
闘
は
集
会

な
ど
を
開
催
し
貨
物
の
厳
し
い
実
態
の
改
善
も
含
め
闘
っ
て
い
く
③
被
災
線
区
復
旧
は
世
論
の
動
向
を
見

な
が
ら
早
期
復
旧
の
運
動
を
進
め
る
④
組
織
拡
大
は
、
一
人
ひ
と
り
が
拡
大
す
る
決
意
を
固
め
実
践
し
て

い
く
こ
と
ー
な
ど
を
意
思
統
一
し
た
。

　

同
時
に
危
険
な
方
向
に
舵
を
取
る
現
政
権
に
国
民
本
位
の
政
治
を
求
め
、
組
織
内
候
補
の
立
候
補
す
る

７
月
と
10
月
の
花
巻
・
青
森
市
議
選
挙
を
は
じ
め
自
治
体
選
挙
や
反
原
発
の
闘
い
の
強
化
も
確
認
し
た
。

　

委
員
会
は
11
時
10
分
小
林
副
委

員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
地
方
委

員
13
人
中
12
人
の
出
席
の
報
告
し

委
員
会
の
成
立
を
宣
言
、
議
長
に

野
辺
地
三
沢
地
域
分
会
の
工
藤
誠

委
員
を
選
出
し
、
あ
い
さ
つ
を
受

け
進
め
ら
れ
た
。

　

最
初
に
地
方
執
行
委
員
会
を
代

表
し
佐
々
木
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。

（
要
旨
別
掲
）

　

次
に
来
賓
の
阿
部
一
男
花
巻
市

議
会
議
員
、
阿
部
哲
巳
平
和
環
境

岩
手
県
セ
ン
タ
ー
議
長
代
行
（
全

水
道
）
、
刈
屋
秀
俊
社
民
党
岩
手

県
連
合
副
幹
事
長
、
太
田
博
二
交

運
共
済
生
協
東
北
支
所
副
本
部
長
、

斎
藤
憲
雄
青
森
市
議
会
議
員
か
ら

あ
い
さ
つ
（
要
旨
別
掲
）
を
受
け

昼
食
休
憩
に
入
っ
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
佐
藤
正
幸
東
日

本
部
書
記
長
か
ら
東
日
本
本
部
内

の
会
社
、
他
労
組
の
動
向
や
組
織

拡
大
の
取
り
組
な
ど
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
沢
田
書
記
長
が
経
過

の
報
告
と
運
動
方
針
（
案
）
を
提

案
し
討
論
に
入
っ
た
。

　

討
論
で
は
、
10
人
の
委
員
（
特

別
委
員
、
分
会
代
表
含
む
）
か
ら

職
場
の
労
働
条
件
、
技
術
継
承
、

エ
ル
ダ
―
社
員
、
２
０
１
４
春
闘
、

花
巻
・
青
森
市
議
会
立
候
補
予
定

の
組
織
内
選
挙
、
組
織
拡
大
、
震

災
に
伴
う
鉄
路
復
旧
問
題
な
ど
で

発
言
が
あ
り
、
執
行
部
の
中
間
答

弁
と
沢
田
書
記
長
の
集
約
答
弁
を

受
け
、
当
面
の
運
動
方
針
が
全
体

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

方
針
の
確
立
を
受
け
、
そ
の
他

案
件
二
つ
も
承
認
さ
れ
、
及
川
執

行
委
員
が
委
員
会
宣
言
を
読
み
上

げ
堤
案
、
承
認
。
最
後
に
佐
々
木

副
委
員
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
工
藤
議
長
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
佐
々
木
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
終
っ
た
。

　

方
針
討
論
の
発
言
要
旨
は
次
の

通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

◎
野
坂
均
委
員

　
　
　
　

（
青
森
運
輸
区
分
会
）

▽
エ
ル
ダ
―
対
象
者
へ
の
支
社
対

応
が
悪
い
、
配
属
先
の
職
場
の
連

絡
な
ど
が
遅
い
。

▽
青
森
市
議
会
選
挙
、
斎
藤
憲
雄

氏
５
期
目
に
挑
戦
、
出
身
分
会
と

し
て
闘
う
が
厳
し
い
選
挙
支
援
を

 

２
０
１
４
年
春
闘
は
山
場
を
む

か
え
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
の
消

費
税
増
税
や
社
会
保
障
の
切
り
捨

て
で
勤
労
者
の
生
活
は
一
層
苦
し

く
な
り
ま
す
。
日
本
経
済
を
再
生

さ
せ
る
た
め
に
は
、
個
人
消
費
を

拡
大
し
雇
用
の
安
定
や
社
会
保
障

を
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
労
は
、
第
１
８
４
回
拡
大
中
央

委
員
会
で
、
定
期
昇
給
の
完
全
実

施
と
ベ
ア
１
０
，
０
０
０
円
を
決

定
し
ま
し
た
。
要
求
の
前
進
と
Ｊ

Ｒ
貨
物
の
賃
金
抑
制
を
押
し
返
す

た
め
に
、
職
場
の
改
善
運
動
と
結

合
し
職
場
・
地
域
か
ら
闘
い
を
強

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

安
倍
政
権
は
「
特
定
秘
密
保
護

法
」
の
強
行
採
決
や
靖
国
神
社
へ

の
参
拝
を
強
行
し
「
戦
争
の
で
き

る
国
」
か
ら
「
戦
争
を
す
る
国
」

へ
と
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
私
た

ち
は
国
の
政
治
を
変
え
る
た
め
、

国
政
選
挙
の
準
備
と
し
て
地
方
選

挙
を
し
っ
か
り
闘
い
、
推
薦
候
補

者
は
も
と
よ
り
花
巻
・
青
森
市
議

会
議
員
選
挙
で
の
阿
部
一
男
さ

ん
・
斎
藤
憲
雄
さ
ん
の
組
織
内
候

補
者
を
当
選
さ
せ
る
た
め
全
機
関

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
よ
う

要
請
し
ま
す
。

　

労
働
組
合
の
社
会
的
責
任
は
、

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
・
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
公
共
交

通
を
守
る
運
動
、
全
て
の
労
働
者

の
労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
向
上

の
た
め
、
会
社
と
対
峙
し
施
策
に

対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
、

技
術
の
継
承
と
人
材
育
成
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
職
場
に
差
別
が
横
行

し
、
人
間
関
係
が
壊
れ
れ
ば
安
全

も
安
定
輸
送
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

国
労
と
い
う
組
織
と
運
動
を
若
い

世
代
に
引
き
継
ぎ
、
数
年
先
を
見

据
え
た
議
論
と
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
全
分
会
で
組
織
拡
大
の
た

め
に
も
う
一
歩
前
に
出
る
決
意
と
、

具
体
的
な
運
動
の
意
思
統
一
を
願

い
ま
す
。

 

公
共
交
通
を
守
る
闘
い
に
つ
い

て
は
、
岩
泉
線
が
４
月
１
日
で
廃

止
が
決
定
し
、
山
田
線
は
三
陸
鉄

道
へ
の
移
管
案
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
仮
復
旧
し

て
い
る
気
仙
沼
線
も
、
復
旧
に
必

要
な
金
額
に
つ
い
て
隔
た
り
が
あ

り
、
今
後
の
復
興
調
整
会
議
は
未

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
社
会
的
使
命
と
し
て
、
鉄
路

を
早
期
に
復
旧
さ
せ
る
取
り
組
み

を
国
労
議
員
団
や
東
日
本
本
部
・

本
部
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

お
願
い
し
た
い
。

◎
大
平
四
郎
特
別
委
員

　
　
　
　

（
工
務
協
議
会
代
表
）

▽
危
険
な
道
、
戦
争
の
で
き
る
国

に
進
も
う
と
し
て
い
る
政
治
情
勢
、

し
っ
か
り
と
反
対
し
、
春
闘
と
結

合
し
闘
っ
て
い
こ
う
。

▽
あ
わ
や
事
故
と
い
う
現
場
で
の

事
象
が
多
い
。
メ
ン
テ
か
ら
13
年
、

直
轄
・
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
と
の
確

認
事
項
を
守
ら
れ
て
い
な
い
。
守

ら
せ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

▽
若
い
社
員
に
し
っ
か
り
と
し
た

技
術
継
承
の
取
り
組
み
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。

◎
加
藤
寿
委
員

　
　
　
　
　

（
八
戸
貨
物
分
会
）

▽
事
故
関
係
で
転
勤
の
組
合
員
が

い
る
が
、
元
職
場
に
戻
す
闘
い
を
。

▽
春
闘
の
闘
い
、
皆
と
共
に
闘
っ

て
い
き
た
い
。

◎
蝦
名
忠
夫
特
別
委
員

　
　

（
青
森
地
区
協
議
会
代
表
）

▽
国
労
の
貨
物
春
闘
要
求
署
名
、

他
労
組
の
若
い
社
員
を
協
力
し
て

く
れ
て
い
る
。
貨
物
労
の
こ
と
は

諦
め
て
い
る
。

▽
厳
し
い
貨
物
労
働
者
の
実
態
、

要
求
の
前
進
に
向
け
ス
ト
ラ
イ
キ

で
闘
っ
て
ほ
し
い
。
地
区
集
会
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
東
北
協
議
会
集
会
は
全

力
で
取
り
組
む
。

▽
青
森
市
議
選
挙
、
斎
藤
憲
雄
氏

大
変
厳
し
い
定
数
も
45
か
ら
35
に

減
に
な
る
。
友
人
・
知
人
の
紹
介

を
お
願
い
す
る
。

◎
中
嶋
宏
委
員

　
　
　
　
　

（
青
森
運
転
分
会
）

▽
組
織
拡
大
、
実
績
を
教
訓
に
今

〈
次
の
頁
に
続
く
〉

野坂均委員
（青森運輸区分会）

小原典昭分会代表
（青森駅連合）

阿部一男
花巻市議会議員

斎藤憲雄
青森市議会議員

蝦名忠夫特別委員
（青森地区協議会）

委
員
・
機
関
代
表
60
人
が
参
加

工
藤
誠
議
長
（
野
辺
地
三
沢
）
で
進
行

職
場
実
態
、
安
全
・
安
定
輸
送

貨
物
問
題
な
ど
で
10
人
が
発
言

方針討論

佐
々
木
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

職場で安全問題・労働条件改善の闘いの強化を第124回拡大
地 方 委 員 会

＝＝春闘、組織拡大、被災線区の早期復旧に全力＝＝

　

７
月
に
施
行
予
定
の
花
巻
市
議

会
議
員
選
挙
（
定
数
26
）
に
立
候

補
予
定
の
阿
部
一
男
氏
と
10
月
施

行
予
定
の
青
森
市
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
35
）
に
立
候
補
を
予
定
の

斎
藤
憲
雄
氏
も
委
員
会
に
参
加
、

「
住
民
本
位
の
暮
ら
し
と
政
治
を

進
め
て
い
く
。
支
援
を
お
願
い
す

る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
両
氏
と

も
社
民
党
公
認
で
阿
部
氏
が
10
期

目
、
斎
藤
氏
が
５
期
目
の
議
席
確

保
を
目
指
し
て
い
る
。
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〈
前
の
頁
か
ら
続
く
〉

後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

◎
伊
藤
淳
委
員

　
　
　
　
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

▽
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
、
元
動

労
の
牙
城
的
職
場
で
難
し
い
の
が

現
状
だ
が
、
他
分
会
の
取
り
組
み

に
学
び
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

◎
小
原
典
典
昭
分
会
代
表

　
　
　
　
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
エ
ル
ダ―

社
員
８
割
が
希
望
、

職
場
の
拡
充
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▽
組
織
拡
大
、
我
が
分
会
も
全
国

か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
手
紙
な
ど
激
励
を

受
け
て
い
る
。
元
気
づ
け
け
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
強
化

し
連
帯
を
強
め
よ
う
。

◎
髙
橋
凉
特
別
委
員

　
　
　
　
（
貨
物
協
議
会
代
表
）

▽
春
闘
、
14
年
ベ
ア
ゼ
ロ
を
断
ち

切
り
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
。
各

集
会
で
の
声
も
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘

っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
大
だ
。
本

部
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

◎
吉
田
一
久
委
員

　
　
　
　
　
（
一
関
運
輸
分
会
）

　

委
員
会
で
は
６
人
の
来
賓

（
阿
部
一
男
花
巻
市
議
、
斎
藤

憲
雄
青
森
市
議
は
１
面
）
か
ら

あ
い
さ
つ
（
要
旨
）
を
受
け
た
。

　
「
危
険
な
日
本
・
政
治
情
勢

に
危
惧
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け

で
な
い
と
思
う
。
セ
ン
タ
ー
と

し
て
地
域
の
中
か
ら
運
動
を
作

り
、
危
険
な
道
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
た
め
闘
っ
て
い
き
た

い
。
各
自
治
体
選
挙
に
も
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」（
阿
部
哲

巳
氏
）、「
日
頃
の
支
援
に
感
謝

す
る
。
本
日
の
党
全
国
大
会
で

党
の
再
生
の
取
り
組
み
を
確
認

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
の
各
種
選
挙
、
来
年
の
統
一

自
治
体
選
挙
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」（
刈
屋
秀
俊
氏
）、

「
恐
ろ
し
い
世
の
中
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
組
織
さ
れ
た
労

働
者
の
闘
い
が
大
切
な
時
期
に

な
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」（
太
田
博
二
氏
）

　

佐
藤
東
日
本
本
部
書
記
長
か

ら
は
、
東
日
本
本
部
内
の
情
勢

と
今
後
の
取
り
組
み
の
報
告
を

受
け
た
。

　

執
行
部
に
よ
る
中
間
答
弁
（
要

旨
）
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

○
組
織
拡
大
は
、
若
い
人
や
心
も

な
ら
ず
も
国
労
を
離
れ
た
人
も
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○
運
転
関
係
職
場
、
組
織
拡
大
は

厳
し
い
と
は
思
う
が
、
１
対
１
の

繋
が
り
な
ど
を
大
切
に
取
り
組
ん

【
２
０
１
４
年
春
闘
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
】

　

今
春
闘
は
、
ベ
ア
１
万
円
の
引

き
上
げ
と
定
期
昇
給
の
完
全
実

施
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
プ
ラ

ス
３
％
ア
ッ
プ
を
要
求
額
と
し
て

確
認
し
た
。
貨
物
会
社
の
「
賃
金

削
減
」
を
許
さ
ず
ベ
ア
実
施
と
労

働
条
件
の
改
善
、
貨
物
会
社
が
抱

え
る
構
造
問
題
の
解
決
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。３
月
７
日
の「
２

０
１
４
年
春
闘
勝
利
国
労
東
北
協

議
会
総
決
起
集
会
」
の
成
功
に
向

け
た
取
り
組
み
や
、
地
区
集
会
の

取
り
組
み
も
強
化
し
て
い
く
。

【
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
】

　

国
労
の
最
重
要
課
題
と
い
う
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
て
き
た
。
ど

の
よ
う
に
し
て
組
織
拡
大
し
て
い

く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
仕
事

以
外
で
も
他
労
組
組
合
員
と
関
わ

り
が
持
て
て
い
る
が
、
加
入
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
。
国
労

組
合
員
が
主
務
職
試
験
に
合
格
し

見
習
い
が
付
き
、
さ
ら
に
国
労
組

合
員
の
子
供
た
ち
が
採
用
さ
れ
始

め
て
い
る
。
自
信
を
持
っ
て
「
国

労
加
入
」
を
訴
え
、
一
人
ひ
と
り

が
拡
大
す
る
決
意
を
固
め
実
践
し

て
ほ
し
い
。
地
本
は
、
職
場
・
分

会
集
会
の
派
遣
要
請
に
応
じ
て
い

く
。

【
一
括
和
解
以
降
の
職
場
の
取
り

組
み
と
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
】

　

会
社
の
労
務
政
策
は
変
化
し
て

き
た
。
平
成
採
用
者
が
過
半
数
を

占
め
、
技
術
継
承
と
人
材
育
成
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
事
故
で
は
、
設
備
投

資
の
不
十
分
さ
と
デ
ー
タ
管
理
が

指
摘
さ
れ
た
。
分
割
民
営
化
の
構

造
矛
盾
も
あ
る
が
、
職
場
の
風
通

し
や
社
員
間
の
意
思
疎
通
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
あ

る
。
今
後
も
差
別
を
許
さ
な
い
闘

い
を
取
り
組
み
、
安
心
し
て
働
け

る
職
場
づ
く
り
と
安
全
・
安
定
輸

送
を
目
指
す
。「
人
事
・
労
務
管

理
の
業
務
を
行
う
者
の
組
合
員
資

格
」
に
つ
い
て
の
是
正
と
「
新
人

事
・
賃
金
制
度
」
の
検
証
「
労
働

条
件
に
関
す
る
労
働
協
約
」
改
定

を
強
化
し
労
働
条
件
改
善
に
向
け

取
り
組
む
。
出
向
社
員
も
多
く
な

る
中
、
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
の

諸
問
題
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
る

取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

【
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
と
被
災

線
区
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
り

組
み
】

　

昨
年
成
立
し
た
「
交
通
政
策
基

本
法
」
の
具
体
化
に
向
け
本
部
や

関
係
機
関
と
連
携
し
運
動
を
進
め

る
。

　

気
仙
沼
線
・
大
船
渡
線
は
Ｂ
Ｒ

Ｔ
に
よ
り
運
行
し
て
い
る
が
、
地

元
自
治
体
と
住
民
は
鉄
路
で
の
本

復
旧
を
求
め
て
い
る
。山
田
線
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
「
三
陸
鉄
道
」
に

よ
る
上
下
分
離
方
式
を
提
案
し
て

き
た
。
課
題
は
山
積
み
し
て
い
る

が
、
復
興
調
整
会
議
の
動
向
を
見

な
が
ら
早
期
復
旧
に
向
け
運
動
を

継
続
し
て
い
く
。

【
政
治
闘
争
の
強
化
】

　

安
倍
政
権
は
、
強
権
的
な
政
治

を
ま
す
ま
す
強
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
憲
法
・
民
主
主
義
擁
護
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
と
武
器
輸
出
反

対
、
脱
原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
、
反
Ｔ
Ｔ
Ｐ
、
雇
用
と
社

会
保
障
の
拡
充
な
ど
の
課
題
を

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境
」

を
は
じ
め
「
平
和
環
境
岩
手
県
セ

ン
タ
ー
」「
青
森
県
平
和
労
組
会

議
」
や
政
党
・
共
闘
組
織
・
市
民

団
体
と
も
連
携
し
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で

い
く
。
花
巻
・
青
森
市
議
選
の
組

織
内
候
補
必
勝
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

で
ほ
し
い
。

○
組
織
拡
大
の
全
国
へ
の
激
励
行

動
は
、
各
分
会
で
も
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

○
新
規
採
用
者
へ
の
対
応
は
、
２

月
１
日
の
会
議
の
意
思
統
一
を
実

践
し
て
ほ
し
い
。

○
エ
ル
ダ
―
社
員
問
題
、
支
社
と

対
応
す
る
の
で
具
体
的
問
題
を
出

し
て
ほ
し
い
。

○
メ
ン
テ
時
の
仕
切
り
、
す
み
分

け
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
工
務

協
と
も
相
談
し
問
題
点
を
出
し
、

支
社
と
議
論
し
て
い
き
た
い
。

○
技
術
継
承
、
会
社
は
重
要
視
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
具

体
的
問
題
点
を
地
本
に
報
告
し
て

ほ
し
い
。

○
事
故
問
題
、
人
間
な
の
で
つ
き

も
の
と
思
う
。
し
っ
か
り
報
告
し

未
然
に
防
ぐ
努
力
を
し
よ
う
。

　

地
方
本
部
は
、
２
月
14
日
の
第

５
回
執
行
委
員
会
で
４
月
13
日
告

示
、
同
月
20
日
で
施
行
予
定
の
岩

手
県
宮
古
市
議
会
議
員
選
挙
（
定

数
28
）
に
震
災
の
早
期
復
旧
を
か

か
げ
、
議
席
の
確
保
を
目
指
し
立

候
補
予
定
す
る
北
村
進
氏
（
岩
手

県
教
職
員
組
合
出
身
・
社
民
党
公

認
）
の
推
薦
を
決
定
し
た
。
同
市

に
在
住
す
る
組
合
員
を
中
心
に
当

選
に
向
け
友
人
・
知
人
の
紹
介
な

ど
展
開
し
て
い
こ
う
。

【
略
歴
】

１
９
６
０
年　

宮
古
市
（
旧
田
老

町
）
生
ま
れ
。
県
立
宮
古
高
、
拓

殖
大
学
卒

１
９
８
９
年　

金
ヶ
崎
第
一
、
中

里
、
田
老
第
一
、
中
沢
小
学
校
に

勤
務
（
２
０
１
０
年
12
月
退
職
）

２
０
１
１
年　

４
月
の
宮
古
市
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
当
選

※
組
合
歴
、
教
職
員
組
合
下
閉
伊

支
部
書
記
長
等
を
務
め
る
。

























吉田一久委員
（一関運輸分会）

留場義継委員
（宮古地域分会）

来
賓
の
方
々
も
激
励
・
連
帯
の
挨
拶

平和環境岩手県センター
阿部哲巳議長代行

社民党岩手県連合
刈屋秀俊副幹事長

交運共済東北支所
太田博二副本部長

東日本本部
佐藤正幸書記長

執
行
部
に
よ
る
中
間
答
弁

組
織
拡
大
の
決
意
固
め
実
践
を

強
権
的
政
治
を
許
さ
ず
闘
お
う

▽
エ
ル
ダ―

社
員
希
望
の
社
員
に

対
す
る
職
場
明
示
な
ど
会
社
の
対

応
が
悪
い
。
支
社
に
し
っ
か
り
と

し
た
対
応
を
要
請
し
て
ほ
し
い
。

▽
組
織
拡
大
、
新
規
採
用
者
の
対

応
も
含
め
意
思
統
一
し
取
り
組
み

た
い
。

◎
留
場
義
継
委
員

　
　
　
　
　
（
宮
古
地
域
分
会
）

▽
岩
泉
線
４
月
１
日
で
の
廃
止
残

念
だ
。
思
い
が
強
い
。

▽
山
田
線
、Ｊ
Ｒ
の
責
任
で
の
運

行
を
言
っ
て
い
た
が
、
突
如
と
し

て
三
陸
鉄
道
へ
の
移
行
・
運
行
な

ど
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
出
さ
れ
て

い
る
。
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

▽
４
月
の
宮
古
市
議
会
議
員
選

挙
、
社
民
党
公
認
の
北
村
進
氏
を

推
薦
し
２
度
目
の
当
選
目
ざ
し
取

り
組
む
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

宮
古
市
議
会
議
員
選
挙
（
定
数
28
）

＝＝
４
月
13
日
告
示
、
同
月
20
日
投
票
＝＝

北
村
進
氏
の
議
席
確
保
に
協
力
を

確
認
さ
れ
た
当
面
す
る
闘
い
の
展
開

＝＝
沢
田
書
記
長
集
約
（
要
旨
）＝＝

１
．
各
級
機
関
は
、
当
面
す
る
諸

課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
集

会
等
を
開
催
し
意
思
統
一
す
る
。

２
．
２
０
１
４
年
春
闘
と
労
働
法

制
改
悪
阻
止
の
取
り
組
み
を
結

合
し
、
制
度
・
政
策
要
求
の
実

現
に
全
力
を
あ
げ
取
り
組
む
。

３
．
２
月
12
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
申
し
入
れ
し
た

「
新
賃
金
要
求
」
等
の
実
現
に

向
け
、「
３
・
７
国
労
東
北
協

議
会
総
決
起
集
会
」
を
は
じ
め

職
場
・
地
域
で
の
闘
い
、
大
衆

行
動
な
ど
に
全
力
を
あ
げ
る
。

４
．
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
正
常
か
つ

健
全
な
労
使
関
係
を
確
立
し
、

国
労
の
組
織
強
化
・
拡
大
に
む

け
全
力
で
取
り
組
む
。

５
．
安
全
・
安
定
輸
送
の
取
り
組

み
を
各
級
機
関
で
強
化
す
る
。

ま
た
、
４
月
の
「
Ｉ
Ｔ
Ｆ
国
際

鉄
道
統
一
行
動
」
お
よ
び
４
月

25
日
の
「
国
労
安
全
行
動
日
」

等
を
全
国
統
一
行
動
と
し
て
取

り
組
む
。

６
．
会
社
施
策
導
入
後
の
職
場
実

態
の
検
証
・
点
検
行
動
を
取
り

組
み
、
労
働
条
件
改
善
を
め
ざ

し
「
１
職
場
１
改
善
要
求
・
仕

事
総
点
検
運
動
」
を
強
化
す
る
。

７
．
音
威
子
府
と
帯
広
の
事
業
体

商
品
購
入
の
取
り
組
み
を
継
続

す
る
。

８
．
第
85
回
メ
ー
デ
ー
の
成
功
に

む
け
て
積
極
的
に
参
加
す
る
。

　
　
　
　
　

◇


